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ビジネスツールになったパソコン




　今のパソコンは、買ってきてすぐに使えます、キーボードが打てなくてもマウスを使えば何でもできます、と使いやすさを宣伝文句にしています。実際、昔のように技術的な基礎知識がなければパソコンは使えないということはなくなりつつあり、パソコンへの命令をいちいち文字で入力しなくても、マウスのボタンをカチッと押せばかなりのことができるようになっています。







　しかし私は、そういう時代だということは十分承知した上で、パソコン通信やインターネットを使っていく上で「文字」や「文章」にこだわっていきたいと思っています。パソコンで文字を書く、パソコン通信で文章をやりとりする、ということが、パソコンを思考の道具として使う際のもっとも基本的なところであり、これができないと、豊かなインターネット上の資源へのアクセスも、「もうひとつのテレビ」でしかないというもったいないことになってしまうからです。







　今日は、こうした切り口から、パソコン通信やインターネットでの電子メールの楽しみ方についてお話していきたいと思います。







　パソコンが日本のビジネス社会に急速に普及したのは、漢字を含んだ日本語が扱えるようになってからのことです。今、私たちは、パソコンで漢字を使えるのは当たり前だと思っています。しかし、漢字が手軽に使えるようになったのはわずか十年前の一九八五年のことです。また、パーソナルワープロで漢字を使えるようになったのもその頃のことなのです。それ以前にも、漢字を使えるワープロもありましたが、非常に高価で、とても普通の人が手を出せるものではありませんでした。




　八十年代後半になると、仕事でパソコンを使うことが現実のものとなり、パソコンのワープロソフト、表計算ソフト、データベースソフトが「ビジネス・パソコン三種の神器」と呼ばれるようになりました。しかし、この頃はまだ、今日のようなネットワーク接続は普及しておらず、パソコンは一台ずつ単体で使われる形態があたりまえで、パソコン通信などの利用は、まだ、限られた人たちの間でしか行われていませんでした。




　九十年代の初頭は、パソコン通信の利用者がマニアや技術系の人から一般の人たちに広がっていった時期です。電子メールのアドレス（電話でいえば電話番号にあたる）を刷り込んだ名刺を持つことが「進んでる」とされた時期です。また、企業では、ようやく会社の中のパソコンをネットワーク化し、プリンターやファイルを共有化しようという動きが始まった頃で、一九九二年の調査では、「次にやりたいこと」の筆頭に電子メールの導入が挙げられるという段階でした。




　このような段階を経ながら、パソコンの利用とネットワーク接続は、徐々に融合していきます。そして、一九九四年は「インターネット元年」と位置付けられる年になりました。その前年、アメリカでインフォメーション・ハイウェイ構想が打ち出されて、インターネットに注目が集まり、パソコン通信への関心も高まりました。日本の二大パソコン通信会社ＮＩＦＴＹ－Ｓｅｒｖｅ、ＰＣ－ＶＡＮの会員数は、どちらもすでに現在百万人を超えました。ビジネスマンの間でも電子メールのアドレスを刷り込んだ名刺をお持ちの方が増えてきたのです。私のいるコンピューター業界では、一九九五年になるとパソコン通信の電子メールアドレスだけでなく、インターネットのアドレスを持っていないと格好がつかない、とさえ言われるようになってきています。九十年代の前半の「ビジネス・パソコン三種の神器」に加えて、「通信」がパソコンの使い方として当たり前になったのです。もしくは、ネットワークで接続されたパソコンが、さまざまな仕事をする上での土台になったと言った方がいいのかもしれません。




思考の道具としてのパソコン




　今年(一九九五年)の五月にアメリカへ行ったときに 「The Elements of E-mail Style」(一九九四年刊）という本を見つけました。電子メールの文章読本です。この本がお手本にした本がありまして、それは、『英語文章ルールブック』という邦題で日本でも紹介されている「The Elements of Style」(一九七二年刊）です。本書の冒頭に次のような説明があります。




　「時代が変われば書き言葉によるコミュニケーションも変わる。九十年代には、電子メールが書き言葉コミュニケーションの主流になる」




　つまり、書き言葉によるコミュニケーションが電子メールを抜きには考えられない時代がやってきていることが強調されています。まったく同感です。




　そこで、最初に「文章を書く」ということに注目してパソコンやワープロの歴史を振り返ってみましょう。




　日本でパソコンやワープロが普及しはじめた頃、まず私たちが期待したのは清書機能でした。日本語の清書機能という流れの原点には一九一五年に世に出た和文タイプライターがあります。八十年代初めに日本ＩＢＭが漢字をコンピューターに入力するために開発したシステムは、和文タイプと同じように文字を一字ずつ拾ってくる操作方法を使っていました。そして、その後の日本語の入力方式は、仮名漢字変換という一大革命を経て、日本語タイプライターへと成長するのですが、ワープロ開発は、文字修飾の豊富さや印字の美しさを競うという方向に進んでいき、清書装置としての発展に重きが置かれてきました。確かに、活字のような奇麗な文字の印刷装置を個人が手にできるようになったことは、すばらしいことだと思います。しかし、これはワープロやコンピューターの機能の一側面でしかないのです。




　よく、ヘミングウェイが引き合いにだされますが、欧米では一八七六年に欧文タイプライターが発明されると、頭で考えたことを口に出す代わりに、指先からたたき出すということが可能になり、書き言葉のスタイルが変わったと言われます。タイプライターは、書き言葉のスタイルを変えてしまうような非常に大きな影響力を持ったライティング・ツールだったのです。文字を一字ずつ拾っていく和文タイプでは、叩き出すように書くというとはできません。どうしても、原稿を手元においた「清書」となります。ですから、仮名漢字変換によって漢字を簡単に入力できるワープロが出現することによって初めて、話すように書く、頭の中で考えたことを指先からたたき出す、こういう書き方を可能にする道具を私たちは手にすることができたのです。




　皆さんも「書きながらアイデアを整理する」と思います。何かぼんやりとした思い付きも文章となることで、その先に考えが進むということがあります。八〇年代の後半になると、ちょっとした思い付きをパソコンの画面に書き出す、書いた文章を自分で読んでみて、それに刺激されて思考が進んでいくという相互作用があることに注目した発言が、パソコン通信上でずいぶんと交換されました。手書きのメモを見て考える場合、自分の文字の書き方、字のうまいへた、などの要素に影響されて、自分の文章との距離が取り難いものです。ところが、パソコンを使うと画面にきれいな文字で表示されるので、自分の考えを客観的に眺めることがしやすくなります。また、文章の構成を考えるのを助けるアウトラインプロセッサというソフトを使うことで、問題にしたい対象の構造を画面上に表現することも可能になり、パソコンは自分の思考を「対象化」し、自分自身との「相互作用」よって思考を発展させる助けをしてくれる頼もしい道具となります。




　さて、私たちは、取り引き先に提出する提案書などを作る場合、最終的な文書にまとめる以前に技術部門との打ち合わせや、細かな事項を確認し合うメモ的なやりとりなどで、会話に近い感覚で文書を使うことがあります。今までは、こうしたやりとりは、電話やファクスで行ってきましたが、電子メールは、それをより頻繁に、そしてフランクに行うことを可能にしてくれます。他者とのコミュニケーションを通じて自分の考えを煮詰め、最終的な形を作り上げていくという、相互作用的なライティングは、電子メールを利用した書き言葉のより自由な新しい使い方なのです。




　アメリカの取り引き先の方と話しているときに、日本からくる電子メールは、どうも形式にこだわりすぎている。いちいち（「貴社益々ご清栄の段……」の類の）ていねいな挨拶を書いてくるが、電子メールは内容を練り上げるためのものなのだから、すぐ中身を書き始めればいいのに、と言われたことがあります。アメリカでは、電子メールは電話をかけるような感覚で気軽に使われているのです。




　さて、もう一度、文章にもどりましょう。パソコンは「清書のための道具」から、アイデアを書き留めて自らの思考を「対象化」し、自分自身や通信を通じた他者との「相互作用」の中でさらに思考を進めるための「思考支援ツール」としての可能性を広げています。言い換えれば、考えをまとめるための文章を書くことを、ごく普通のこととして自分の生活に組み入れていくというライフスタイルが生まれつつあるといえます。




　一九八八年に佐藤秀夫さんが書かれた『謄写版のもたらしたもの－学習史における文具』には、綴り方教育に力を注いだ信州・白樺派の教員たちが、こぞって謄写版技術を身に着けようとしたということが書かれています。謄写版を使う利点は「子供たちの意見や思考を速やかに対象化させることができる点であった。子供の感想が、明日には印刷されて、みんなに提示され、書いた本人自らもそれを対象化できる。子供の生き生きとした感受性を励ましつつ、その認識を深めるためには、絶好の条件となる」ということでした。




　こういうことは、子供の教育に限ったことではなく、パソコン利用のあり方へと発展させられることは、すぐ思い付くことです。また、信州・白樺派の時代には「速やかに」といっても「翌日」でしかありませんでしたが、私たちは今日、電子メールの普及によって、書いたその時点で、自らの思考の対象化と自分自身とも、そして、地理的には、遠くに離れている他者とも、相互作用を実現できるようになっているのです。




　相互作用的なコミュニケーションをテンポよく行えるということは非常に大切だと思います。もしビジネスの世界に郵便制度しかなかったら、ビジネスのテンポは今日とは相当異なったものとなります。電子メールは、文章を書いて送信すればすぐに相手のメールボックスに届きます。相手は、自分に都合のいい時にメールボックスを開いて返事をすればいいので、電話の場合のようになにかしているときに割り込まれる、ということはありませんし、相手が不在で何度も電話をかけ直すといった手間も省けます。電子メールを使えば、その気になれば一日に何往復ものコミュニケーションを、会話に近いテンポで、世界中の人と、しかも文章という形で行うことを可能にするのです。




　インターネットやパソコン通信は、居ながらにして世界中のさまざまな情報を集めることができるだけでなく、そこでのもっとも基本的なサービスである電子メールは、自分自身の言葉によって世界中の人々とのコミュニケーションを広げられる手段なのです。言葉によるコミュニケーションは電子ネットワーク上に新しいコミュニティーを生み出します。インターネットなどで一方的に情報を取ってくるだけではテレビを見ているのと同じで、そうした受動性だけでは、その情報を提供した人、または、その情報を自分と同じように必要としている人との発展的な関係は成立しません。どんな簡単なことでもいいから、自分の言葉で意見を書くということが、ネットワーク上でのコミュニティーの形成の鍵となります。電子ネットワークは、自分は、こう考える、こう感じる、ということを誰もが、対等に言える世界です。初心者は初心者なりに、熟練者は熟練者なりに、世界を創れます。ですが、ただ、眺めているだけでは、なにも始まりません。




パソコン通信の普及とインターネット




　一九八五年という年は、パソコンで漢字が使えるようになった年であるとともに、電気通信事業法が改正されて、それまで日本電信電話公社だけに認められていた通信事業に、広く民間企業が参入できるようになった年でもあります。これを受けて一九八七年には、ＮＩＦＴＹ－Ｓｅｒｖｅ、ＰＣ－ＶＡＮなどがパソコン通信サービスを開始しました。パソコン通信の基本サービスとしては、個人対個人の通信を行う電子メールのほかに、情報を「貼り出し」て不特定多数の人に広く知らせる「電子掲示板」、趣味や各種のテーマなど関心事ごとのコミュニティーである「フォーラム」などがあります。フォーラムのテーマは非常に多彩で、世の中のあらゆる関心事が含まれているのではないかと思うほどです。




　一九九二年十月にはパソコン通信会社各社のネットワーク間の相互接続が実現し、別のネットワークとの間でも電子メールの交換ができるようになりました。それまでは、ＮＩＦＴＹ－Ｓｅｒｖｅの加入者とＰＣ－ＶＡＮの加入者の間、また、インターネットとの間では、電子メールの交換が出来なかったのです。相互接続は、技術的には恐らく各社のパソコン通信サービスが始まったころから可能だったと思いますが、当初は各社の個別利害といったこともあってお互いに垣根を作っていたのでしょう。しかしパソコン通信が普及し、パソコン通信間の相互接続に対する社会的要請が高まっていきました。そして、この相互接続は、一九九二年になってようやく実現したのです。また、一九九四年二月にインターネットとのメール交換サービスも国際化され、パソコン通信の電子メールもついに世界中とつながるようになったのです。




　つながってしまうと、なんともあたり前の世界です。私たちが、初めて電話に触れるのは、おそらく家庭の電話だと思いますが、そこは外の世界との接続口でした。こうした経験からすると、同じパソコン通信サービス内や、社内でしか交換できない電子メールというのは、内線電話のようなものです。これが、相互接続によって、やっと「普通の電話」並みになったということなのです。




　さて、インターネットはよく「ネットワークのネットワーク」と説明されますが、私は「コミュニティーのネットワーク」と言ってみたいと思っています。大学や研究所、自治体などが、そのコミュニティーの構成員に情報を提供するためにインターネットを利用し始めたことによって、インターネットの利用はどんどん普及していきました。大学の場合、教員、職員、学生にさまざまな情報を流す、自宅に居る学生や外国へ出張している教員、あるいは卒業生にいたるまで、大学の状況を伝えるための基盤がほしいという要請があって、それに応えたのがインターネットだったのです。インターネットは、いろいろな所にいるコミュニティーの構成員に情報を提供する共通の土台として、大変合理的な仕組みを持っていました。インターネットの商用利用が始まる前は、こんな具合でした。そして、一応、情報提供する対象は、限定しているけど、内容によっては誰が見てもいいよ、というようなオープンさも同時に持っていたということなのです。ところが、９０年代に入ってから、インターネットの商用利用が認められるようになってから、研究者とか学生といった利用者の属性による区分がまったく無意味となり、「個人」を中心にしたネットワークへと変化していったのです。その結果、かつて存在していたコミュニティの輪郭が見えにくものになってしまい、それが今、再構成されようとしているのでしょう。




　インターネットを、マスメディアとの類推で理解しようとする試みが多いなかで、以上の点は重要なことだと思います。確かに、全世界を対象にできるネットワークではありますが、なにも、全世界の「全員」を対象にする必要はないのです。対象に出来るのは、社内でも地域でも日本でも、特定のどこかの地域でもない「全世界」であるとしても、コミュニケーションの対象は、そこにいる誰か一人でもいいわけです。世界の各地にちらばっている５人、でもいいわけです。こうした形態のコミュニケーションを可能にしているところが、インターネットのすばらしいところです。




　個々のパソコン通信サービスも、大学、研究所、自治体などと同じように一つのコミュニティーと見ることができますので、大きな電子コミュニティーの一員という意味では、インターネットもパソコン通信も同じだと言えます。




　最近では、パソコン通信の電子メールもインターネットとの相互交換をしていますから、すでに、メールに関しては、世界が対象です。それに、パソコン通信からもインターネットのサービスを使えるようになってきていますし、ＩＳＰ（インターネット・サービス・プロバイダ）も増えてきていますから、手ごろな料金で、インターネットを体験できる条件はそろってきています。また、パソコン通信からインターネットを利用する場合は、手ごろな料金で電子メールやWorld Wide Webを含めたサービスが使えるようになっていますし、今後も使えるサービスはどんどん増えていくでしょうから、両者は、どんどん融合していくものと思われます。




電子メールが可能にした「二足のわらじ」生活




　最近のパソコン通信やインターネットの普及にはめざましいものがあり、通信そのものがどんどんマルチメディア化しています。しかし、通信がいくらマルチメディア化しても、電子コミュニケーションの基礎に電子メールがあることに変わりはないでしょう。そこで、次に電子メールを中心に、私のパソコン通信やインターネットの利用方法をご紹介したいと思います。




　私にとって電子メールは、完全に生活の一部です。朝、昼、晩は必ずＮＩＦＴＹ－Ｓｅｒｖｅに接続し電子メールを読みます。それからインターネット上の電子メールによるディスカッション・グループであるメーリング・リストを読みます。ここには一日平均十通ぐらいのメールが来ていますが、三十通近く来ることもあります。そういうときには全部は読めませんから、表題と最初の一パラグラフくらいを読むことにしています。World Wide Webとメーリングリスト、そして、電子メール。これが、私のネットワークの基本ツールです。




　私は現在、企業の情報システムを構築する業務に携わりながら、大学院の博士課程に籍を置いて社会学の研究活動をするという「二足のわらじ」の生活をしています。仕事も忙しくなかなかゼミにも出ていられないのですが、電子メールのおかげで、大学の先生や学生、ほかの研究者たちと相当に緊密な議論を継続しています。学会や研究会などでお会いした方たちとは、忙しさにかまけて翌年の会合までお会いしないということにもなりがちですが、共通性のあるテーマを持った方たちとは電子メールでのやりとりが続きます。電子メールを活用することで、会社員と大学院生の両立が可能になっているといってもいいくらいです。




　また最近は、出張や旅行に行くときに必ず携帯端末を持って出かけます。話題のモバイルコンピューティングを実践すべく、ホテルの電話や街角のＩＳＤＮ（Integrated Services Digital Network・総合デジタル通信網）電話（通称グレー電話）に端末をつないで電子メールを送受します。




　街頭アクセスを実際にやろうとしてみると、随分増えてきたように思えるグレー電話も、まだ多くはないと感じます。飛行場には必ずありますが、まだ新幹線の車内では見たことがありません。仕事の上でも、電子メールのやりとりで打ち合わせを済ませたりしますが、仕事以外でも、原稿の締め切りが迫っている時に出張が重なったりすると、グレー電話に端末をつないで、打ち合わせの相手とお互いに街頭アクセスで意見を交換するという使い方をすることもあります。これでは便利になっているのか、忙しくなっているのか分からないと思うこともありますが、とにかく会社員と大学院生の両立に役立ってくれているのは事実です。




　また私は、電子メールを使って「大学院日誌」「子育て日記」などの個人誌を出していますが、プライベートな旅先からその読者の皆さんへ、私が旅先で見たこと、感じたことを、できるだけリアルに伝えたくて「実況中継」をしてみることもあります。電子メールには、同じメールを一度に大勢の人に送れる同報配信という機能がありますので、こういうことが簡単にできます。年賀状や暑中見舞いと電子メールで代替してしまうことに対しては、いろいろな意見があります。これは、なにも電子メールでやらなくても、従来からのハガキを使えば出来ることなので賛否が話題になるのですが、旅先の便りの、それも、複数の友人達宛ての紀行のようなものとなったら、電子メールならではのものになるかと思います。




　個人誌の読者の皆さんは、私の「実況中継」にさまざまな返事をくれます。私が海外から「ここで見たこんなものが面白かった」と書くと、たまたまその方面に詳しい方が「それなら近くのあれも見てくるといい」と教えてくれたり、時には「そこでは○○○という本が出ているはずだから買ってきてくれ」とお土産を催促されたりすることもあります。こういうコミュニケーションは、グループコミュニケーションとでも命名できるものでしょう。どこにいてもこうした相互作用を可能にするのが、パソコン通信やインターネットの電子メールの世界なのです。




パソコンで日記を




　皆さんにぜひお勧めしたいのが、日記帳としてパソコンを使うことです。私は子供のころから何冊も日記帳の最初のページを開きましたが、一冊を使いきったことはありません。それが、パソコンで日記を書くようになってから、なんと十年以上も継続しているのです。




　学生時代には、ひらめいたアイデアを書き留めておく方法として、梅棹忠夫さんが『知的生産の技術』で提唱されたカードシステムを実行していました。当時、千枚ほどのカードを作ったのですが、どうにも再利用ができません。どなたに伺っても、大体同じのような結末を迎えているようです。




　カードシステムに挫折した私は、ルーズリーフを使ってみたり様々な方法を試しましたが、なかなかいい方法が見つかりません。パソコンが個人で使えるようになってからは、なにかうまい方法がないかとあれこれ試してみました。データベース・ソフトを使い始めた知人もいましたが、これは、設計が必要であったりして、少々面倒です。あるとき私は、ワープロで日付順の日記の形にして書いて、そのままフロッピーディスクにしまっておけばいいと気が付きました。簡単にアイデアをメモできればいい、印刷する時のように書式にこだわる必要もなくてベタ書きで構わないのです。ワープロで（実際は、エディタを使ってますが）日付とタイトルを書いて、そのあとに続けて、ちょっとした思い付きでも、論文のアイデアを膨らませたものでも、仕事の恨みつらみでも、人には言いにくいことでも、何でも書いていけばいいわけです。いくら多く書いても、ページが足りなくなることはありませんし、また、一行しかないときでも、余白がもったいないということもありません。気楽に書けるというのはいいもので、調子がいい時には、実に沢山の書き込みをするようになっていきます。




　こうして書いた日記を、一カ月おきとか一年おきに読み返してみると、これは日記そのものの効用だと思いますが、自分の能力や限界、物事を考えるプロセスなどがよく分かるようになります。私は三十代の半ばに大学院を受験する決心をしましたが、そのきっかけになったのが実にパソコン日記でした。コンピューター技術者として製品開発の仕事に携わる中で、いろいろな壁にぶつかりましたが、以前は自分がぶつかっている壁の正体が分かりませんでした。上司や営業サイドへの感情的な不満などがあったわけですが、それを直接ぶちまけてどうなるものでもありません。そこで、とにかくパソコン日記に書きつけました。そして書き続けたものを読み返してみる中で、だんだんと自分自身や周囲の状況を客観的に見直すことが出来るようになり、壁の正体やら自分がしたいことが徐々に見えてきたのです。以降の経過は省略しますが、私はパソコン日記を書き続けたことによって、その時、自分がぶつかっている壁を整理することができて、大学院を受験する決心が出来きたとのです。




　私のパソコン日記の中には、あらゆるものが詰め込んであります。現在も日々増殖して、相当な大きさになっていますが、非常に貴重なデータベースになっています。さまざまな名前のファイルを思い付くままに作っていった場合、ファイルを管理するのが大変ですが、日記ファイルとして時系列的に整理すれば、管理は可能になります。ファイルは一カ月に一本としていますから、一年で十二本のファイルが出来ることになります。電子メールも、日付とタイトルと中身という日記と同じ単純な形で一カ月分ずつファイルにしてありますから、こちらも一年で十二本のファイルができます。日記と電子メールを合わせて一年に二十四本のファイルが出来、自分の一年間の思考の記録をフロッピー一、二枚で保存できます。この形にすれば、抜けもありません。しかもこれは電子ファイルですから、後から簡単に検索することができ、かけがえのない発想のデータベースとなるのです。従来の「日記」文の内容としては考えられないようなメモのようなものもあるわけですが、そこは、電子ファイルになってしまえば、スペースをとるわけでもありませんから、問題ではありません。心情吐露、泣き言、うれしいこと、論文のアイデア、電子メールなど、なんでもありの日記ファイルです。




　パソコン日記を書き始めたのは一九八六年ですから、もう十年以上になりますが、一年に一度は必ず一年分の日記を読み返すことにしています。すると同じことを二度も三度も、そのつど随分偉そうに書いているのを見つけることもあります。同じことを繰り返している自分を客観的に見詰め直すことによって自省が生まれますし、時には、「この時こんなに面白い発想をしていたのか」というような、自分でも忘れてしまっていたことへの再発見もあります。こうして発見したテーマを掘り下げて、改めてに文章にまとめるということもあります。これも自分の頭の中を一度対象化しているということの成果だと思います。パソコン日記は、私の分身のように貴重な宝物です。




書くことの不思議と楽しみ




　袴田茂樹さんが東欧の崩壊の後に書いた『深層の社会主義』というルポがあります。袴田さんは、そのあとがきに「ただ、漫然と考えていてもよみがえってこない記憶が、あれこれ書くうちに芋づるのように次から次に思い出されてくるのである。もっと不思議なことがある。それは旅行をしているその時点では、十分意識していなかった事柄や……自覚されないままに留まっていた印象が、書く過程でいろいろと意識の世界に顕在化してくる」と書いています。これは、先にご紹介した信州・白樺派の教員たちが謄写版を活用したことと原理的には同じです。書くという作業には、その過程で漠然とした印象を意識の中に顕在化させるという不思議な作用があります。




　私ができるだけ旅先でも文章を書くのは、自分が「いいな」と思ったことをリアルな言葉として定着させたい、そのためには、できるだけその場で書くことが必要だろうと思うからです。書き留めることによって、自分のいいところも悪いところも全部出てきます。アイデアは、書き留めておかないと「何かひらめいたんだがなぁ」という感じだけが残って中身を忘れてしまい、後で後悔します。なにかすごいことを思いついたと思って書き始めてみると、つまらないことだったりすることもしばしばですが、書いてみて初めて、自分のロジックの穴も発見することも可能になるのです。そうしたら、またそこで考えればいいわけですから、そこから先に進めるわけです。頭の中のひらめきをとにかく書き出してしまうことから、いろいろな発展が始まることのでしょう。こうした手応えを味わううちに、私にとって書くことは大変な楽しみになってきたのです。




　しかも、私は、自分が楽しんで書いたものを電子メール上の個人誌という形でたくさんの方に読んでいただくという贅沢をしています。職場など自分の身の回りの人間関係の中だけでは、私が興味を引かれたことや面白いと思ったテーマを受け止めてくれる人がいるとは限りません。しかし、同報配信という機能を使って多数の人と電子メールをやりとりする中で、私が提出したテーマにお付き合いいただき、ディスカッションの相手をしてくれる仲間をネットワーク上に持っています。インターネットの電子メールを使って、海の向こうにもこのような仲間がいます。通信だけでなく時々は実際にお会いして話をすることもあるわけですが、私がものを考えることを支えてくれる方々が私の個人誌の読者をやってくださっているという関係ができていて、電子メールがこういう仲間との絆となっているのです。




電子メールのプラスα




　電子メールでは、文字によるコミュニケーションのほかにも面白いサービスが行われています。例えばＮＩＦＴＹ－Ｓｅｒｖｅの電子メールには、ファクスの配信機能があります。通信したい相手がパソコンをもっていなくても、ファクスさえ持っていれば、電子メールの送り先をそのファクス番号にすれば、相手のファクスに送ってくれるのです。国内だけでなく海外にも送れますし、大変便利な機能です。




　またボイス・メールというサービスもあります。これはあらかじめ登録が必要ですが、出先で携帯端末を持っていなくても、プッシュホンで決められた番号に電話を掛けると、メールボックスに入っている電子メールを、音声合成で作られた女性の声でコンピューターが読み上げてくれます。何とも不思議で多少不気味でもありますが、これも便利で面白い機能ですから、ＮＩＦＴＹ－Ｓｅｒｖｅでパソコン通信をやってみようという方はボイス・メールも利用してみると面白いと思います。




　今後、電子メールは、どんどん、マルチメディア化していくと思われます。そなって、表現力が豊かになればなるほど、文字で、きちんと表現できる能力も要求されていくのでしょう。




電子の鉛筆を持とう




　文章が苦手だった私が、パソコン通信に親しむうちに楽しんで文章を書くようになりましたし、日記も十年以上続いています。また、私が自分の個人誌に書いている「育児日記」などには読者が督促をくれる場合もあるくらいで、もしかしたら自分にも文章を書く才能めいたものもあるかもしれないと思わせてくれることもあるくらいです。また、文章を書くことが楽しいという私の話を聞いて、最近は、父までがワープロを使って自分史を書いておきたいなどと言っておりまして、息子としては大変喜んでいます。




　私達が受けてきた作文教育は「上手な文章」「立派な文章」「名文」を手本にするので、やたらと敷居の高いものでした。しかし私は、そんなアプローチだけでなく、とにかく書いてしまうというアプローチがあってもいいと思うのです。




　電子メールの世界、またパソコンの世界では、とにかく使ってしまう、使う中でやり方を覚えていくということが可能です。私の娘やその友達がファミコンをやっているのを見ていたら、彼女たちはマニュアルなど見ません。機械をつないで、とにかくゲームをしているうちにルールが分かってくるというふうにして遊んでいます。「とにかくやってしまう」という流儀です。パソコンはそういう流儀を受け入れてくれますし、電子メールやネットワークもこうした世界です。ある程度の準備さえすませれば、あとはどんどん使っていくうちに、自分にあった使い方が育っていくのです。




　文章を書くにあたって、最初から才能をうんぬんするようなことは必要のないことだと思います。岩波書店の同時代ライブラリーに、小説家ル・グウィンさんの『夜の言葉』というエッセイ集があります。この中の「書くということ」でル・グウィンさんは、小説家になりたいという人が訪ねてくると、第一段階としてはタイプの練習をすること、いい辞典を選ぶこと、原稿用紙の使い方など出版社に原稿を渡すときの基本的なルールを覚えることの三つをアドバイスすると書いています。これを今にあてはめれば、タイプの代りにワープロをマスターしなさいということです。いい辞書を選び、書き方のルールを学ぶ必要があることは今でもそのままあてはまるでしょう。辞典は、使いやすいＣＤ－ＲＯＭの辞典を選びましょう、となるのですが。そして第二段階では、「書いて、書いて、書きまくるんです。それしかないではありませんか」と述べています。




　文章を書くということは楽器の練習と同じで、指が動くようになり鍵盤の上できちんと音が出せるようにならなければ、才能をうんぬんすることは出来ないというのです。私もずっと同じ考え方を持っていましたから、この説明には喜びました。楽器で一通り音が出せるようになったら、友達同士で合奏したり自分の歌の伴奏をするといった楽しみ方が可能になります。当たり前のことですが、楽器を練習するのは、プロになることが唯一の目的なのではないのです。私は文章にもそういうあり方があってもいいと思います。今までの国語教育では、文章を書くということを何か大変なことのように考えてしまう傾向がありました。楽器の練習でいえば、プロにならないといけないような雰囲気とでもいいましょうか。しかし、友達同士での楽器の演奏と同じように、書いたものを交換しあって意見を言い合う、ということがあってもいいわけです。これは、同人誌などの形ではあったわけですが、パソコンと電子メールを使うことで、いともたやすく実現します。きっと、これまでは、多くの人に読んでもらうためには、「すぐれた文章」であることが、印刷など、配布メディアのもつ制約から必要だったのでしょう。しかし、電子メールは、この制約をとり払います。書き、友人に読んでもらい、意見をもらうという過程の中で、文章が自分のものになり、自分のものになることによって、書くことが更に楽しくなるのです。




　パソコンは、こうした文章トレーニングに格好のツールです。鉛筆の代わりに「電子の鉛筆」を使うのです。「電子の鉛筆」を使いこなすには、楽器で自由に音が出せるようになるように練習するのと同じで、多少の練習が必要です。まずはタッチタイピング、つまりキーボードを見ないで打てるように練習をします。合理的な練習方法で練習すれば、早い人なら一週間、普通でも一カ月ぐらいでマスターできます。毎日練習を続けるには、何か続けて書けるものが必要です。そこで私は、ここでも日記という形をお勧めしたいと思います。日記の形式で、毎日、一行でも二行でも書くようにします。これを継続し習慣化するのです。私の場合は、手紙を書いたり、自分の好きな歌を口ずさみながらその歌詞を入力するという方法でタッチタイピングを練習した時期もあります。このようにする、大体一カ月ほどでタッチタイピングができるようになります。こうしてパソコンで文章を書き、電子メールでやりとりをするということを日常生活の中に定着させてしまいます。




　さて「電子の鉛筆」が持てるようになったら、文章構造を練る練習をすることを提案します。私は、パソコン日記を書くようになってから、だんだんと長い文章を書けるようになってきました。ですが、ある時、その文章は、書きながら考えているので、思考の順番のままになっていることに気付きました。これでは読まされるた方は、たまらないのですね。人に説明する時の論理の構造と、自分が発想を整理していくときの構造とは違うのです。自分で思いつくままに書いた文章を、人にも読んでもらうためには、文章構造を練り直さなければなりません。この練習にはアウトラインプロセッサが有効です。アウトラインプロセッサは、自分が思いつくままに書き出した文章（パラグラフを単位にします）を、再構成する作業も支援してくれる大変便利なソフトです。私達が受けてきた日本語の作文教育では、アウトラインとかパラグラフといった文章の構造のことよりも、「思ったまま書きなさい」といった情緒的な側面の指導がほとんどでした。そのため、論理的な構造などといっても、どうしていいものかわからず、英語の作文のテキストを参考にしたり、しばらくは手探り状態がつづきました。そこで、講談社学術文庫に澤田明夫さんが書いた『論文の書き方』『論文のレトリック』という本に出会います。学術論文の書き方ということになっていますが、パラグラフを用いて全体の構造（アウトライン）を意識した文章を組み立てるための分かりやすいガイドになっていますので、ご一読をお勧めします。




　また、語彙を豊かにすることも心掛けたいことです。自分の感情をきちんと表現できるためには、やはり、言葉が豊かでなくてはなりません。私は、言葉は基本的に身体とともにあると考えていますので、「身体に響くような言葉」を使えるようになりたいと思っています。そこで試みているのが、自分の好きな作家や、小説や詩のフレーズの音読です。自分の感覚に合った文章を音読することを通じて、言葉の持ち味が身体に染み込み、指先から打ち出される文章も軽やかでリズミカルになっていきます。言葉の流れに勢いが生まれれば、少しずつではあっても自然に「身に付いた語彙」が増えていくと思います。




　私がこのような話をすると、よく「お前のようにパソコン生活に浸っていると、漢字が書けなくなるだろうし、パソコンがないと文章が書けなくなるのではないか」と言われることもあります。確かに、漢字は多少書けなくなったような気もします。しかし、パソコンで文章を書くようになってから、以前に比べて辞典をきちんと使うようになりました。仮名漢字変換で漢字そのものはどんどん出てきますから、辞典をまめに引かないと誤字だらけの文章を書くことになりかねません。その結果、使える言葉は確実に増えました。また、これは私だけでなくいろいろな人が言うことですが、日本語そのものに対する関心が増しました。例えば、句読点の打ち方に興味が湧いて勉強し直したりもしています。高校時代に国語が大嫌いだったことが懐かしく思えます。




　ひところはパソコンに向かわないと文章が書けなくなった時期もありましたが、筆まめにはなったので、葉書や手紙をいただくとタイムリーに返事を書くということもできるようになりましたし、文章対応力は確実に向上したと思います。




　小学校三年生になる私の娘は、もうワープロを打てるようになっていて、仮名漢字変換を利用して、当て字を使った暗号を作って遊んだりしています。しかし親としては、漢字の基本、日本語の基本を身につける前に仮名漢字変換ばかり使わせるのはやはり不安があります。パソコンは、今後の作文教育などの面でも、信州・白樺派の教員にとっての謄写版のように面白い機能を持つとは思いますが、教育過程ではいろいろな配慮も必要だろうと思います。私たちの世代は、鉛筆で漢字を書く経験をさんざんつんだあとで、キーボードに出会っているわけで、最初からキーボードを叩いていたら漢字は覚えられないだろうと思っています。他方、外国人が日本語を学ぶ際に、キーボードを通した日本語学習というアプローチは、非常に有効なようです。




知的コミュニティーの創出へ向けて




　私たちの住んでいる世界には、さまざまな問題があります。日々生活していくということは、いろいろな問題を解決しながら生きていくということです。私は、こうした問題への対応力、問題解決能力をつけていく上で、私たち一人一人が言葉をきちんと使えるようになることが重要ではないかと考えています。インターネットの普及によって、世界中の人たちと電子メールがやりとりできるようになり、グローバルなコミュニケーションが容易にできるようになってきました。日本語や英語といった言語の違いという問題はあるにせよ、世界中の人と本音で語り合い、お互いの抱える問題をともに解決していこうと思うなら、言葉にこだわるということは、やはり基本的なことになると思います。




　昨今のパソコンの普及やインターネットブームは、多くの人が、こうした電子的コミュニケーションの世界に入る条件を整えてくれました。しかし、その反面、使いやすさを強調するあまり、マウスの操作とキーボードの操作が対立させられているような印象もうけます。しかし、キーボードを使いこなし、自らの言葉を鍛え上げていくツールとしてコンピューターやネットワークを使いこなすことは、私たちの世界を数倍豊かにしてくれるのです。

（1995年八月三十日　銀座東急ホテルにおいて）







付記




　講演が行われた1995年の夏は、その前年の後半に起こった話題先行のインターネットブームが一段落し、実際にインターネットを体験する人が増え始めた時期でした。それから一年。状況は一変しました。インターネット接続は、もはや、特別な技術ではなくなってしまいました。もちろん、このようなインターネットの普及を助けているのは、Ｍｏｓａｉｃやネットスケープといった、使いやすいグラフィカル・ブラウザーによるものだ、というのは言うまでもありません。それ以前のインターネットは、やはり「コンピュータ使い」のための世界であったので、複雑なコマンドをキーボードから入力しながら利用されていたのですから、利用者が限られた人たちになるのは、しょうがなかったのでしょう。その意味では、この使いやすさが、利用者の拡大を支えていることは間違いのないことです。




　さて、私は、この講演で、文字や文章を強調しています。それから一年が経って、私の主張は古臭いものになってしまったのでしょうか。そうではないと確信しています。インターネットのホームページを見てあるくだけの「ネットサーフィン」のためには、確かに、マウスのクリックだけで済むかもしれませんが、それだけでは、インターネットのほんの一部に触れているだけです。先程、かつてはキーボードからコマンドを叩いていた、と書きました。この相当な部分が、マウスの操作で代替されるようになりましたが、これからもキーボードの習得は必要なのです。コンピュータやネットワークの操作をする部分は、マウスの操作ですむようになったかもしれませんが、ネットワーク上の人をコミュニケーションをするためには、やはり、キーボードを使って文章を書くことが必要なのです。




　その意味で、インターネット人口は、講演当時の何倍にもなっている今日でも、私がここに紹介した視点、アプローチは、古くなっていないどころか、より重要になっていると思います。私のお話したことが、皆様のより豊かなコミュニケーションの創造に少しでもお役にたてればと願う次第です。

（1996年　秋）




三愛新書




新書まえがきより抜粋




「リコー三愛グループの福利・厚生、教育・文化事業を手掛ける三愛会では、一九七五年四月に教養講座を開設、以来二百六十回を超える講演会を開催してまいりました。

　ここに収めた五編の論文は、会員会社百二十余社の幹部・社員・社友。五万五千人を対象に行っている当講座の講演記録です。

　医学・哲学・宗教・思想から歴史・自然科学に及ぶ幅ひろい分野の四テーマにカレントトピックス一編を加えた五編で構成しています。」




　62号の目次は以下のようになっています。ご参考まで。




    遺伝子治療の現状と将来　川合眞一

    おもしろ動物行動学　稲熊興助

    秦の始皇帝　稲畑耕一郎

    中国の教育事情　李玉せん

    インターネット時代の文章読本　藤本一男




連絡先：リコー三愛グループ三愛会

tel:03-3541-4051（代）
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